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国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
後
、
他
の
健
康
保
険
へ
加
入

し
な
い
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
加
入
が
必
要
な
人
は
、
早
め
に
市
民
課
医
療
年
金

係
ま
た
は
支
所
・
出
張
所
で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
保
険
証
が
な
い
た
め
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
一
時
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
の
健
康
保
険
を
や
め
た
時
点
ま
で
遡
っ
て
保
険
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

　

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
確
認
で
き
る
も
の

　

印
か
ん

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
毎
年
健
診
を
受
け
て
、
自
分

の
身
体
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
の
広
報
た
け
は
ら
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
「
平
成

29
年
度
竹
原
市
の
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
希
望
す
る
健
診
を
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

【
竹
原
市
国
保
特
定
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
・
後
期
高
齢
者
健
診
】

　

市
民
課
医
療
年
金
係

　

☎
22-

７
７
３
４

【
各
種
が
ん
検
診
・
歯
周
疾
患
検
診
・
竹
原
市
健
診
（
生
活
保
護
・
30
・
35
歳
）
】

　

健
康
福
祉
課
健
康
対
策
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
22-

７
１
５
７

【
竹
原
市
健
診
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
所
持
者
）
】

　

健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

国保だより
問い合わせ　市民課医療年金係

　　　　　　☎２２-７７３４

　

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
で

は
、
水
を
蓄
え
る
働
き
や
、
災
害
を

防
ぐ
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
森
林
を
県
民
全
体
で
守
り
育
て

る
た
め
、
平
成
19
年
か
ら
「
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
」を
導
入
し
、

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

 

竹
原
市
の
取
組

　

平
成
28
年
度
は
、
人
工
林
の
再
生

と
し
て
、
間
伐
に
よ
る
人
工
林
の
健

全
化
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
里

山
林
の
整
備
と
し
て
、
放
置
森
林
整

備
、
竹
林
繁
茂
地
整
備
、
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
に
関
わ
る
整
備
、
森
林
・

林
業
体
験
活
動
や
里
山
林
の
保
全
活

用
に
関
す
る
住
民
団
体
へ
の
支
援
、

間
伐
材
を
利
用
し
た
木
製
品
の
公
共

施
設
等
へ
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

人
工
林
の
健
全
化
を
希
望
す
る

森
林
を
募
集

対
象

　

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
う
ち
、

15
年
以
上
（
保
安
林
は
10

年
以
上
）
一
度
も
手
入
れ
が
で
き　

な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
森
林

内
容

　

間
伐
に
よ
る
人
工
林
の
健
全
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
所
有
し
て
い
る

森
林
の
手
入
れ
が
で
き
な
い
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
事
業
の
緊
急
性
や
必
要

な
手
入
れ
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
事
業
対
象
を
決
定
し
ま
す
。

　

決
定
後
、
対
象
と
な
る
森
林
の
所

有
者
と
協
定
（
20
年
間
の
皆
伐
制
限

等
）
を
結
び
、
整
備
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

※
間
伐
に
つ
い
て
は
、
１
ヘ
ク
タ
ー

　

ル
あ
た
り
１
万
円
の
負
担
が
必
要

　

で
す
。

住
民
団
体
等
に
よ
る
里
山
林

整
備
の
取
組
を
助
成

対
象

　

里
山
林
整
備
と
し
て
、
竹
林
の
伐

採
及
び
整
理
に
よ
る
繁
茂
の
防
止
へ

の
取
組
、
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

が
企
画
す
る
里
山
林
の
保
全
活
用
に

関
す
る
取
組
、
森
林
の
機
能
や
林
業

に
つ
い
て
学
ぶ
体
験
活
動
へ
の
取

組
、
植
樹
活
動
等
の
緑
化
活
動
へ
の

取
組

内
容

　

地
域
住
民
の
代
表
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
協
議
会
で
採
択
さ
れ
た
取
組

に
対
し
、
活
動
に
必
要
な
資
材
や
作

業
器
具
の
購
入
な
ど
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

締
切　

６
月
30
日
㈮　

豊かな森林をまもりましょう
　ひろしまの森づくり事業

問い合わせ　建設課建設維持係　

　　　　　　☎２２-７７４６
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ふるさとへの応援をいただきました

　　　　ふるさと応援寄附金の状況
問い合わせ

財政課監理係　☎２２-７７３１

　

市
で
は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に

一
定
の
寄
附
を
し
た
場
合
、
住
民
税

の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
制
度
を
利
用
し
た
寄
附

金
を
、
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

と
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
２
，
３
４
４
人
の

人
た
ち
か
ら
ご
寄
附
及
び
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

附
者
の
氏
名
（
氏
名
公
表
に
承
諾
さ

れ
た
人
）
は
、
５
月
中
旬
頃
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
部
）

○
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　

き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ふ
る

　

さ
と
納
税
を
ご
縁
に
、
ぜ
ひ
一
度

　

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

○
魅
力
的
な
竹
原
を
も
っ
と
ス
テ
キ

　

な
街
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
海
と
山
の
自
然
が
豊
か
な
街
で
す

　

ね
。
「
竹
」
に
関
連
す
る
お
祭
り

　

や
イ
ベ
ン
ト
ご
と
が
多
く
、
一
度

　

遊
び
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

　

し
た
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

○
い
つ
ま
で
も
、
ア
ニ
メ
「
た
ま
ゆ

　

ら
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
な
、

　

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

　

し
い
。

○
風
情
の
あ
る
街
並
み
は
竹
原
市
の

　

大
き
な
武
器
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

マ
ッ
サ
ン
の
故
郷
が
ん
ば
れ
！
！

○
多
く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て

　

お
り
、
世
界
の
竹
原
に
な
る
可

　

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

○
町
並
み
の
保
存
、
「
憧
憬
の
路
」

　

の
継
続
開
催
を
ぜ
ひ
お
願
い
し

　

ま
す
。
ま
だ
日
帰
り
で
１
度
訪

　

れ
た
だ
け
な
の
で
、
次
か
ら
は

　

ゆ
っ
く
り
滞
在
し
た
い
と
思
っ

　

て
い
ま
す
。

　

全
て
の
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
５
月
中
旬
頃
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　

市
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
を

地
域
振
興
基
金
に
積
み
立
て
、
各

事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

事業名 事業概要

竹原っこ

夢プロ

ジェクト

竹原西
小学校

「学校にあるビオトープを復活させ、生き物が棲む自然豊かな学校にしたい」という児童の思いから、植
生について講師から学んだり、ビオトープについて調べたりして、自分たちの手で生き物や植物が豊か
に生きるビオトープ作りを行いました。

仁賀
小学校

「学校のお客様をおもてなしの心で迎えたい」「プログラミングでロボットを動かしてお客様をもてなし
たい」という思いから、「仁愛ロボット　おもてなしプロジェクト」と銘打ち、仁賀小学校に来て下さっ
た方々に手作りのロボットを使い、おもてなしの心で対応し、感謝の気持ちを伝えました。

忠海
中学校

大久野島にたくさんの外国人が訪れるようになったことをきっかけに、「忠海の魅力についても外国の
方々に知ってほしい」という思いから、忠海の史跡や観光名所などについて調べ、英語版のパンフレッ
トにまとめました。そのパンフレットを観光客へ配布したり、手作りの掲示板でお知らせしたりするなど、
情報発信する活動を進めました。

　どの学校の取組も、児童生徒が夢と希望を持ち、将来に向けて自主的・主体的に生きていくための「生きる力」
を育むことにつながりました。また、本市の地域資源をテーマとした夢や希望の実現を通して、郷土愛の育成に
もつながりました。

▼基金を活用して平成 28 年度に実施した事業

指定用途 件数 金額

人にやさしい
ふるさとづくり

905 14,171,000 円

竹原の資源を活かした
ふるさとづくり

773 13,134,800 円

魅力あふれる
ふるさとづくり

666 11,455,550 円

合　計 2,344 38,761,350 円

▼平成 28 年度の寄附の状況（３月 31 日現在）

派遣地域・地名 実施予定時期
実施
期間

申込
締切日

クラスノヤルスク
地方

9/3（日）～ 9/12（火）10 日間 5/19（金）

沿海地方 9/24（日）～ 10/3（火） 10 日間 6/9（金）

中国東北地方 9/5（火）～ 9/14（木） 10 日間 5/22（月）

インドネシア 10/4（水）～ 10/13（金） 10 日間 6/5（月）

トラック諸島 10/26（木）～ 11/2（木） 8日間 6/9（金）

硫黄島
10/24（火）～ 10/25（水） 2日間 6/30（金）

2/20（火）～ 2/21（水） 2日間 10/23（月）

フィリピン 2/14（水）～ 2/23（金） 10 日間 9/15（金）

マーシャル・
ギルバート諸島

3/3（土）～ 3/11（日） 9日間 10/19（木）

　厚生労働省による平成 29 年度の戦没者慰霊

巡拝が行われます。参加を希望するご遺族は、

早めにお問い合わせください。参加者には、国

家公務員等の旅費に関する法律に基づき算出さ

れた旅費の３分の１が補助されます。

　なお、実施時期・期間は、相手国の都合など

により変更することがあります。

問い合わせ　

　社会福祉課福祉総務係（福祉会館１階）

　☎２２-７７４２

戦没者慰霊巡拝の参加者を募集します
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ご存知ですか
市民活動団体保険制度　

問い合わせ

まちづくり推進課協働推進係　☎２２-２２７９　

　市民活動団体保険は、自主的に組織された自治会、市民活動団体などのみなさんが、安心して社会貢献活

動を行うことができるよう、社会貢献活動中の思わぬ事故を対象とした保険制度です。

　この保険の対象となるためには、あらかじめ団体として登録することが必要です。なお、登録料や保険料

の負担はありません。

保険の対象となる社会貢献活動とは、次の要件を

すべて満たす活動です。

①５人以上で自主的に組織され、市内に拠点を有

　する団体の活動

②無報酬（交通費等実費の支給等を除く）の活動

③継続的 ･計画的に実施されている活動

④公益的な活動

※公益的な活動とは、地域住民やその他の社会の

　利益を目的とした活動で、会員の楽しみや趣味

　のサークル活動は対象となりません。

団体登録の手続き

　所定の市民活動団体登録届に必要事項を記入の

うえ、団体の規約、総会資料、会員名簿など活動

の目的や内容のわかる資料を添えて、まちづくり

推進課協働推進係へ提出してください。

※詳しくは、市役所、支所・出張所、各公民館に

　備え付けのパンフレットをご覧ください。

保険の対象となる主な活動例

◆自治会・町内会活動、住民自治組織活動、防

　犯活動、防火・防災活動、地域清掃活動

◆子ども会活動、青少年非行防止・保護活動

◆地区社会福祉協議会活動、社会福祉施設支援活動

◆環境美化・清掃活動、リサイクル運動

◆ PTA 活動、レクリエーション活動、文化活動

◆行方不明者等の捜索活動

保険の対象とならない活動例

◆園児・児童・生徒が行う学校行事　

◆職場などで行事として行う活動

◆会員の親睦が目的のレクリエーション活動や

　自助的な活動

◆国、県または市から委託を受けて行う活動

◆スポーツ・レクリエーション・文化活動などの行

　事における指導者・スタッフ以外の参加者の事故

◆災害救助ボランティア活動等の緊急時での活

　動で危険度の高い活動

・事前の登録必要
・保険料負担なし

▼竹原市個人情報保護条例に基づく個人情報の開示請求の状況

実施機関
請求

件数

決定状況

全部開示 部分開示 非開示 不存在

市長部局 4 4 0 0 0

上記以外 2 0 2 0 0

合計 6 4 2 0 0

　市では、開かれた市政の推進を目的として、「竹原市情報公開条例」及び「竹原市個人情報保護条例」

を制定し、市の保有している公文書等を市民のみなさんの請求に応じて開示しています。

　平成 28 年度（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日）の運用状況は、次のとおりです。

　市政に関する情報提供のほか、情報公開に関する相談や公文書の閲覧などに応じるため、市役所２階

に閲覧室を設けていますので、ご利用ください。

▼竹原市情報公開条例に基づく公文書の公開請求の状況

実施機関
請求

件数

決定状況

全部公開 部分公開 非公開 不存在

市長部局 53 18 17 0 18

上記以外 16 7 4 0 5

合計 69 25 21 0 23

情報公開制度等の
運用状況を公表します

問い合わせ

総務課行政係　☎２２-７７１９　
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